
令和元年度愛媛県職員採用候補者（上級）試験案内  
令和元年５月 10日 

 

愛 媛 県 人 事 委 員 会  
〒790-8570 松山市一番町四丁目４番地２ 愛媛県庁内 電話（089）912－2826 

愛媛県職員採用情報ホームページ https://www.pref.ehime.jp/employment/ 

 

令和元年度採用試験から、試験制度を一部大幅に見直しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 試験区分、採用予定人員及び職務内容 

  試験は、次の試験区分ごとに行いますが、このうち希望するいずれか一つについて受験の申込みが

できます。 

  なお、申込み後の試験区分の変更はできません。 

(1)事務職  

試 験 区 分 採用予定人員 職   務   内   容 

行 政 事 務 Ａ 71 人程度 
知事部局、公営企業管理局等の本庁又は地方機関に勤務し、一般行政事務に従事

します。 
行 政 事 務 Ｂ ５人程度 

行 政 事 務 
(  情    報  ) 

２人程度 
知事部局、公営企業管理局等の本庁又は地方機関に勤務し、その専門的知識を生

かして一般行政事務に従事します。 

学 校 事 務 18 人程度 
教育委員会事務局の本庁若しくは地方機関、県立学校又は公立小・中学校に勤務

し、学校等に関する事務に従事します。 

警 察 事 務 ９人程度 警察本部又は警察署に勤務し、警察事務に従事します。 

 

 

◆第１次試験日 令和元年６月 23 日（日） 

◆受付期間 ５月 13 日（月）午前８時 30 分～５月 31 日（金）午後５時 15 分 

◆試験会場 松山会場 東京会場 大阪会場 

受験申込みは、インターネットによる申込みとし、愛媛県職員採用情報 

ホームページの「愛媛県採用試験受験申込システム」から受け付けます。 

 

 

愛媛県職員採用情報 

ホームページはこちら 

 

① 試験区分「行政事務Ｂ」の新設 

第１次試験において、「教養試験」、「専門試験」を実施せず、民間企業で活用されてい

る「基礎能力検査」と「自己アピール試験」により評価する試験を実施します。 

※従来の「行政事務」区分は、これまでどおりの試験内容で「行政事務Ａ」と名称が変わり

ます。 

 

② 技術職種における「教養試験」の廃止 

「事務職※」以外の第１次試験は、公務遂行に必要な専門性を重視した評価を行うため、

「専門試験」のみを実施します。 

※事務職：行政事務Ａ、行政事務Ｂ、行政事務（情報）、学校事務、警察事務 

 

【令和元年度試験の変更点】 

/employment/


(2)技術職 

試 験 区 分 採用予定人員 職   務   内   容 

総 合 土 木 20 人程度 
知事部局又は公営企業管理局の本庁又は地方機関に勤務し、道路、河川、砂防、

港湾、都市計画、土地改良、農村環境基盤整備等に関する計画、設計、施工監理

等の業務に従事します。 

建 築 ２人程度 
知事部局の本庁又は地方機関に勤務し、建築・住宅等に関する計画、指導、建

築設計、施工監理等の業務に従事します。 

農 業 12 人程度 
知事部局の本庁又は地方機関に勤務し、農業の振興、農業技術・農業経営の普

及指導、農産物のブランド化・販売促進、農業に関する試験研究等の業務に従事

します。 

畜 産 ２人程度 
知事部局の本庁又は地方機関に勤務し、畜産の振興、畜産物のブランド化・販

売促進、家畜の改良増殖、畜産に関する試験研究等の業務に従事します。 

林 業 ６人程度 
知事部局の本庁又は地方機関に勤務し、林業の振興、林業技術・林業経営の普

及指導、林産物のブランド化・販売促進、森林整備の推進、治山林道事業、林業

に関する試験研究等の業務に従事します。 

水 産 ３人程度 
知事部局の本庁又は地方機関に勤務し、水産業の振興、水産技術・水産経営の

普及指導、水産物のブランド化・販売促進、水産に関する試験研究等の業務に従

事します。 

電 気 ・ 電 子 ３人程度 
知事部局又は公営企業管理局の本庁又は地方機関に勤務し、発電施設等の県有

施設の設計・施工・維持管理、情報通信等に関する試験研究等の業務に従事しま

す。 

化 学 ３人程度 
知事部局の本庁又は地方機関に勤務し、公害防止、原子力安全対策、工業技術・

環境に関する試験研究等の業務に従事します。 

職業訓練

指 導 員 

メ カ 

ト ロ 

ニ ク ス 

１人程度 
知事部局の本庁又は産業技術専門校等の地方機関に勤務し、メカトロニクス機

器の操作・組立て・制御、ＯＡ機器の操作等に関する専門的知識を生かして職業

訓練指導等の業務に従事します。 

染 色 １人程度 
知事部局の本庁又は産業技術専門校等の地方機関に勤務し、染色、織物、デザ

イン等に関する専門的知識を生かして職業訓練指導等の業務に従事します。 

薬 剤 師 13 人程度 
知事部局又は公営企業管理局の本庁又は地方機関に勤務し、薬事・医薬品製造･

食品衛生等に関する指導、医薬品の調剤･製剤、衛生･環境に関する試験研究等の

業務に従事します。 

福 祉 ７人程度 
知事部局の本庁又は福祉総合支援センター、えひめ学園、子ども療育センター

等の地方機関に勤務し、相談、指導等児童福祉司としての業務や入所児の自立支

援業務等の福祉関係業務に従事します。 

心 理 ３人程度 
知事部局又は公営企業管理局の本庁又は福祉総合支援センター等の地方機関

に勤務し、児童、保護者等や障がい者に対するカウンセリング、心理療法、判定、

相談、指導等の業務に従事します。 

保 健 師 ６人程度 
知事部局の本庁又は保健所等の地方機関に勤務し、地域保健福祉に関する業務

に従事します。 

保 健 師 
（ 警 察 ） 

１人程度 警察本部又は警察学校に勤務し、職員の健康管理に関する業務に従事します。 

 

２ 受験資格 
(1) 年齢等については、次に該当する者 

試 験 区 分 受 験 資 格 

下記以外の 

試験区分 

次のいずれかに該当する者 
ア 昭和 60 年４月２日から平成 10年４月１日（保健師及び保健師（警察）につい
ては、平成 11年４月１日）までに生まれた者 

イ 平成 10 年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）
による大学（短期大学を除く。）若しくはこれと同等と人事委員会が認めるもの
（以下「大学等」という。）を卒業した者又は大学等を令和２年３月末日までに
卒業する見込みの者 

行政事務Ｂ 

次のいずれかに該当する者 
ア 平成４年４月２日から平成 10年４月１日までに生まれた者 
イ 平成 10 年４月２日以降に生まれた者で、大学等を卒業した者又は大学等を令
和２年３月末日までに卒業する見込みの者 



 (2) 日本の国籍を有する者（保健師は除く。） 

 (3) 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条各号のいずれにも該当しない者 

 (4) 職業訓練指導員、薬剤師、福祉、心理、保健師及び保健師（警察）については、次に該当する者 

試 験 区 分 受   験   資   格 

職業訓練

指 導 員 

メカトロ

ニ ク ス 

職業訓練指導員（メカトロニクス科）の免許を有する者又は令和２年３月末日までにこの免

許を取得する見込みの者 

染 色 
職業訓練指導員（染色科）の免許を有する者又は令和２年３月末日までにこの免許を取得す

る見込みの者 

薬 剤 師 薬剤師の免許を有する者又は令和２年５月末日までにこの免許を取得する見込みの者 

福 祉 
児童福祉司かつ児童自立支援専門員の資格を有する者又は令和２年３月末日までにこの資格

を取得する見込みの者 

心 理 
学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、心理学を専修する学科若しくはこれ

に相当する課程を修めて卒業した者（令和２年３月末日までに卒業する見込みの者を含む。）

又はこれに準ずる資格を有すると人事委員会が認める者 

保 健 師 
保健師（警察） 

保健師の免許を有する者又は令和２年４月末日までにこの免許を取得する見込みの者 

 
 ※ 本試験と令和元年度愛媛県職員採用候補者（民間企業等経験者）試験との併願はできません。 
 ※ 本試験と同一日に愛媛県人事委員会が試験を実施する他の職員採用候補者試験との併願はでき

ません。 

 

３ 試験の日時、受験地、試験会場 
区 分 日   時 受験地 試 験 会 場 試験区分 

第１次 
試 験 

令和元年６月 23 日（日曜日） 

(1)事務職 

 受付開始 午前８時 

 着 席  午前９時 

 試 験 

【下記以外】午前９時～午後３時 30 分 

【行政事務Ｂ】午前９時～午後１時 

 

(2)技術職 

 受付開始 正午 

着 席  午後１時 

試 験  午後１時～午後３時 30 分 

松山 

松山大学 文京キャンパス ２号館 
（松山市文京町４番地２） 

行政事務Ａ 

行政事務Ｂ 

学校事務 

警察事務 

いずれかを受験票で指定します。 
・松山大学 文京キャンパス ２号館 
（松山市文京町４番地２） 

・愛媛県庁 
（松山市一番町四丁目４番地２） 

 

 

上記以外 

東京 
中央大学 後楽園キャンパス 
５号館（理工学部） 
(東京都文京区春日一丁目 13 番 27 号） 

全試験区分 

大阪 
大阪教育大学 天王寺キャンパス西館 
(大阪府大阪市天王寺区南河掘町四丁目 88番） 

全試験区分 

※ 受付時間（午前８時～午前８時 45 分又は正午～午後０時 45 分）に遅刻した場合は受験できません。 
※ 受験地は松山、東京、大阪の中から順位付けして申し込んでください。東京、大阪を第１希望とし
た場合、各受験地の申込者数の状況によって、第２希望以下の受験地を指定する場合がありますので、
あらかじめご了承ください。 

  受験地が松山で、行政事務Ａ・行政事務Ｂ・学校事務・警察事務以外の方は、試験会場を受験票で
指定します。 

第２次 
試 験 

７月中旬から８月上旬に松山市内で実施予定です。 
詳細は、第１次試験合格者に通知します。 

 

４ 試験の方法等 

▼各試験区分の試験内容及び配点 

 

第１次試験 
第１次試験 

合計得点 教養試験 専門試験 基礎能力検査 
自己アピール 

試験 

下記以外の

試験区分 
●（50 点） ●（40 点） － － 90 点 

行政事務Ｂ － － ●（50 点） ●（40 点） 90 点 

技術職 － ●（90 点） － － 90 点 



 

第２次試験  

口述試験 
作文試験 適性検査 

第２次試験

合計得点 個別面接 集団面接 集団討論 配点 

下記以外の 

試験区分 
● － ● 290 点 50 点 ○ 340 点 

行政事務Ｂ ● ● ● 340 点 － ○ 340 点 

技術職 ● － ● 290 点 50 点 ○ 340 点 

※ ●は受験する試験・検査種目、○は検査種目ではあるが、配点のないもの。 

 

▼各試験の実施方法 
(1) 試験は、第１次試験及び第２次試験とし、次のとおり行います。 

    なお、第２次試験は、第１次試験合格者に対して行います。 

区分 試験・検査種目 試  験  の  内  容 

第 
１ 
次 
試 
験 

教 養 試 験 
 大学卒業程度の一般的知識及び知能について、筆記試験を行います。（択
一式50題、解答時間２時間30分） 

専 門 試 験 
 各試験区分に応じて大学卒業程度の専門的知識及び技能について、筆記試
験を行います。（択一式40題、解答時間２時間） 
 なお、試験の出題分野は、おおむね別表のとおりです。 

基礎能力検査 
多様な業務に共通して求められる汎用的な知的能力についての筆記試験

を行います。（多肢選択式、解答時間１時間50分） 

自己アピール試験 
自らの経験や意欲等をアピールする記述試験を行います。（解答時間１時

間） 

第 
２ 
次 
試 
験 

口 述 試 験 
 人物について総合的に評定するため、個別面接、集団面接及び集団討論の
中から口述試験を行います。 

作 文 試 験 
 識見、思考力、表現力等について、作文試験を行います。（課題１題、解
答時間１時間） 

適 性 検 査  職務遂行に必要な適性について、検査を行います。 

(2) 第１次試験合格者は、各試験・検査種目の合計得点の高い順に決定します。ただし、各試験・検
査種目のうち、一定の基準に達しない種目がある場合には、合計得点にかかわらず不合格となりま
す。 

(3) 最終合格者は、第１次試験の得点と第２次試験の得点を合計した総合得点の高い順に決定します。
ただし、第２次試験の各試験・検査種目のうち、一定の基準に達しない種目がある場合には、総合
得点にかかわらず不合格となります。 

(4) 教養及び専門試験の例題と前年度に出題した集団討論及び作文試験の課題を、愛媛県職員採用情
報ホームページ（以下「ホームページ」という。）に掲載しています。 
また、愛媛県人事委員会事務局等において閲覧することもできます。 

 
５ 合格発表 

 試験区分 時 期 方 法 

第１次試験合格発表 
行政事務Ｂ以外 ７月上旬 

合格者の受験番号を愛媛県庁前掲示板に
掲示するほか、ホームページにも掲載し
ます。 

行政事務Ｂ ７月中旬 

第２次試験合格発表 全試験区分 ８月中旬 

※ 第１次試験の合格発表日は、第１次試験当日にお知らせします。 

 

６ 受験申込み 
 (1)  受験の申込みは、ホームページから「愛媛県採用試験受験申込システム」（以下「システム」と

いう。）にアクセスし、画面の指示に従って全ての必要項目を入力の上、受付期間中に送信してく
ださい。 

   なお、受付期間は次のとおりです。 
   令和元年５月 13日（月）午前８時 30分から５月 31 日（金）午後５時 15分まで 
   ※ 原則、郵送や持参による申込みは受け付けできませんが、インターネットにより申し込むこ

とができない特段の事情がある場合には、５月 24日（金）までに愛媛県人事委員会事務局へ
問い合わせてください。 



 (2)  申込みは「事前登録」と「本申込み」の２段階方式となっています。まず、事前登録を行いＩＤ
番号とパスワードを取得した後、受付期間中にシステムのマイページにログインして本申込みを行
ってください。（ＩＤ番号とパスワードは受験票の印刷等、以後の手続きに必要ですので、必ず控
えておいてください。）    

 (3)  本申込みの受付が完了したら、登録されたメールアドレス宛に「申込み完了のお知らせ」の電子
メールを自動送信します。この電子メールが届かない場合は、必ず受付期間中に愛媛県人事委員会
事務局へ問い合わせてください。 

 (4) 申込方法等に関する問い合わせは、受付期間中の午前８時30分から午後５時15分まで（ただし、
土曜日、日曜日及び祝日等の閉庁日を除く。）受け付けます。（原則、電話で愛媛県人事委員会事
務局へ問い合わせてください。） 

 (5)  受付期間内に申込みが完了しなかった場合は、受験できません。（受付期間中は、24時間申込み
を受け付けますが、保守点検作業等のためシステムを停止する場合があるほか、受付期間終了の直
前は、システムが混み合うおそれがあるので、余裕を持って申込みを行ってください。） 

   なお、使用される機器や通信回線上の障害等によるトラブルについては、一切責任を負いません。 

 

７ 受験票の交付 
(1)  受験申込受付締切後に登録されたメールアドレス宛に「受験票交付のお知らせ」の電子メールを
送信します。６月 14日（金）までに電子メールが届かない場合には、愛媛県人事委員会事務局へ問
い合わせてください。 

 (2)  「受験票交付のお知らせ」の電子メールが届いたら、システムのマイページにログインし、受験
票をダウンロードして印刷してください。 

 (3)  印刷した受験票は、記載されている事項を確認し、確認した年月日を記入の上、申込者本人が署
名して第１次試験受験の際に必ず持参してください。 

 

８ 合格から採用まで 
 (1) この試験の最終合格者は、愛媛県職員採用候補者として、試験区分ごとに作成する採用候補者名

簿（以下「名簿」という。）に記載されます。 
   この名簿は、原則として、令和２年４月以降の採用に対するもので、その有効期間は、名簿に記

載された日（合格通知書に記載）から１年間です。 
 (2) 採用は、名簿に記載された者のうちから任命権者（知事、公営企業管理者、教育委員会、警察本

部長等）がそれぞれ選考を行い、決定します。したがって、名簿に記載された者が全て採用される
とは限りません。 

 (3) 職業訓練指導員、薬剤師、福祉、心理、保健師及び保健師（警察）については、所定の時期まで
に免許又は資格を取得しなかった場合は、採用されません。 

 (4) 日本の国籍を有しない者については、公権力の行使又は公の意思の形成への参画に携わる職以外
の職に任用されます。 

 

９ 給与 
初任給は、職員の給与に関する条例（昭和 26年愛媛県条例第 57 号）等の規定により、原則として、

次のとおり支給され、このほか該当者に対しては、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉
手当等が支給されます。 

※ 学歴や職歴などに応じて、一定の基準により加算される場合があります。 

 

10 試験結果の開示 
この試験の結果については、愛媛県個人情報保護条例（平成 13年愛媛県条例第 41 号）第 29 条第

１項の規定に基づき、口頭により開示を請求することができます。開示を請求する場合は、受験者本
人が、本人であることを確認できる顔写真付きの書類（学生証、運転免許証等）を持参の上、午前８

試  験  区  分 現 行 給 料 月 額 

行政事務Ａ、行政事務Ｂ、行政事務（情報）、学校事

務、警察事務、総合土木、建築、農業、畜産、林業、

水産、電気・電子、化学、職業訓練指導員（メカトロ

ニクス、染色）、福祉、心理、保健師（警察） 

行政職給料表１級29号給     188,136 円 

薬剤師（４年制課程卒業） 医療職給料表(二)２級５号給  194,166 円 

薬剤師（６年制課程卒業） 医療職給料表(二)２級19号給  216,376 円 

保健師 医療職給料表(三)２級15号給  217,482 円 



時 30分（合格発表当日は、合格発表後）から午後５時 15 分までの間に、愛媛県人事委員会事務局へ
直接お越しください。（ただし、土曜日、日曜日及び祝日等の閉庁日は受付できません。） 
なお、電話、はがき等による開示の請求はできませんので、注意してください。 

開示請求できる人 開 示 内 容 開示期間 開示場所 

第 １ 次 試 験 

不 合 格 者 

第１次試験の試験・検査種目別得点、合計得点及び順

位（ただし、一定の基準に達しない試験・検査種目が

ある場合は、順位に代えて当該試験・検査種目名） 

第 １ 次 試 験 

合 格 発 表 の 日 

か ら １ 月 間 愛 媛 県 

人 事 委 員 会 

事 務 局 第 ２ 次 試 験 

受 験 者 

第１次試験の試験・検査種目別得点、合計得点及び順

位並びに第２次試験の試験種目別得点、総合得点及び

総合順位（ただし、第２次試験で一定の基準に達しな

い試験・検査種目がある場合は、総合順位に代えて当

該試験・検査種目名） 

第 ２ 次 試 験 

合 格 発 表 の 日 

か ら １ 月 間 

 
11 その他 

心身の機能の障がいにより、受験時に配慮を必要とする場合は、受付期間内に愛媛県人事委員会事
務局へ申し出てください。 
ただし、内容によってはお応えできないことがあります。 

 

 

 

 

 

 

別表（４関係）        専 門 試 験 の 出 題 分 野 

試験区分 出     題     分     野 

行 政 事 務 Ａ 

学 校 事 務 

警 察 事 務 

政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、経営学、財政学、社会政策、国際関係 

行 政 事 務 

（ 情 報 ） 

政治学、行政学、憲法、行政法、民法、経済学、数学・物理、電子工学、情報・通信工学、情報処理論、コンピ

ューターネットワーク 

総 合 土 木 
数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測量、都市計画、土木計画、農業水利・土地改良・農村環境整備、

農業土木構造物、材料・施工 

建 築 数学・物理、構造力学、材料学、環境原論、建築史、建築構造、建築計画、都市計画、建築設備、建築施工 

農 業 
栽培学汎論、作物学、園芸学、育種遺伝学、植物病理学、昆虫学、土壌肥料学、植物生理学、畜産一般、農業経

済一般 

畜 産 
家畜育種学、家畜繁殖学、家畜生理学、家畜飼養学、家畜栄養学、飼料学、家畜管理学、畜産物利用学、畜産経

営一般 

林 業 森林政策・森林経営学、造林学（森林生態学、森林保護学を含む）、林業工学、林産一般、砂防工学 

水 産 
水産事情・水産経済・水産法規、水産環境科学、水産生物学、水産資源学、漁業学、増養殖学、水産化学、水産

利用学 

電 気 ・ 電 子 数学・物理、電磁気学・電気回路、電気計測・制御、電気機器・電力工学、電子工学、情報・通信工学 

化 学 数学・物理、物理化学、分析化学、無機化学・無機工業化学、有機化学・有機工業化学、化学工学 

職業訓練

指 導 員 

メ カ 

ト ロ 

ニクス 

数学・物理、制御工学、機械工学、電子工学、材料工学、安全衛生、

機械システム設計、電気システム設計、製造法 
（共通分野）職業訓練原理、教科指導法、

訓練生の心理、生活指導、職業訓練関係

法規 
染 色 一般化学、織物、染色、安全衛生、染色デザイン、染色法、整理法 

薬 剤 師 物理・化学・生物、衛生、薬理、薬剤、病態・薬物治療、法規・制度 

福 祉 社会福祉概論（社会保障を含む）、社会学概論、心理学概論（社会心理学を含む）、社会調査 

心 理 
一般心理学（心理学史、発達心理学、社会心理学を含む）、応用心理学（教育心理学、産業心理学、臨床心理学）、

調査・研究法、統計学 

保 健 師 

保 健 師 （ 警 察 ） 
公衆衛生看護学、疫学、保健統計学、保健医療福祉行政論 

    
 

台風などの自然災害等により、やむを得ず試験の日程・開始時刻を変更することがあります。 

また、一部の会場で変更の措置があった場合、すべての会場で同様の措置をとる場合があります。

変更がある場合は、システム及び受験申込受付締切時に登録されたアドレス宛のメールにてお知ら

せします。 


